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●大塚国際美術館

大塚製薬グループ創立75周年記念事

業として｢大塚国際美術館+が徳島県鳴

門市に設立された｡古代壁画から現代

絵画までの西洋名画1.000余点が､世界

初の陶板で再現され､古代遺跡や教会

など環境空間そのままの臨場感を味わ

うことができる立体展示となっている｡
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照明普及会だより･第3Z号川
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(資料提供:松下電工)



維持員の皆様には､近々応募要領を

照明普及会事務局より発送予定です｡

[応募要領抜粋]

(施設･功労両部門共通)

[応募資格]

●維持員より推藍のある者｡施設部門

については自薦も可とする｡

[応募期間]

●平成11年1月末日までに各地区へ応

募資料を提出｡但し､関西地区につ

いては10年11月末までに提出､もし

くはエントリー完了の事｡

[その他]

●応募資料は返却しない｡また､本会

出版物等への使用を承認するものに

限る｡

●応募資料には地区によって異なるも

のもあるので､各地区に問い合わせる｡

●応募用紙の記入は､ワープロまたはワ

ープロ文字切貼りにて作成し提出する｡

長らく｢照明普及会だより+を担当

しておりましたが､このたび関電サー

ビス㈱へ転出いたしましたので､後任
こてら

の『小寺賢治』が担当することとなり

ました｡よろしくお願い致します!

振り返りますと､私が『照明普及会

だより』の仕事に手を染めたのは平成

4年夏からで､第ほ胃から担当しまし

たが当時は全ページがモノクロでした｡

そのため折角優秀施設を紹介しても､

その光景が持つ本来の｢美+や｢効果+

を表わせず､作品達が欲求不満で泣い

ているように思えたものです｡(最も

当時の財政事情ではやむを得ない事で

したが･‥)以後､機が熟した第20号か

ら1面と4面をフルカラー印刷とする

ことができ､少しは従前より見応えの

ある紙面に変貌し､当号(第32号)ま

で継続してまいりました｡

その間､｢阪神･淡路大震災+と言

(施設部門)

●候補者は施設完成に多大な功蹟のあ

った者｡

●平成10年1月1日～12月31日に完成

した施設｡

10月15日から20日まで､東京電力の

PR施設である渋谷｢電力館+におい

て､平成10年(第柑回)｢あかりの日+

行事の一環として､第4回｢全国小学

生手作りスタンドコンテスト作品展+

が開催されます｡

今回の募集では､電球型蛍光灯を使

用した作品の応募も認められることに

なりましたので､昨年度までとは､一

味違った手作りスタンドが登場するか

もしれません｡全国の小学生から様々

な力作が集まりますので､お近くにお

越しの際は､是非お立ち寄りください｡

う大惨事が発生しました｡今まで再三

懸念されていた関東･東海地方での都

市直下型大震災が､事もあろうに地震

には全く無防備であった関西の都市圏

で､しかも真冬の未明に突如として起

こったものですから､当時の混乱ぶり

は想像を絶するものでした｡しかし

｢転んでもタグでは起きない+のが関

西人気質というもので､以後､照明分

野に関しても様々な切り口で調査･分

析が成され､復旧･復興の過程におい

て随所でその成果が活用されています｡

また､今では神戸の師走恒例行事とな

つた『KOBEルミナリ工』も､多くの

罷災者にとって大震災から立直る原動

力になればと､その年の年末から光の

ページェントとしてスタートしたもの

です｡今年も12月11日(金)～25日(金)

まで開催する事が決定しており､沢山

の万が訪れる事でしょう｡

最近では､創刊以来の紙面レイアウ

ト見直しを行い､第28号(沖縄特集)

から新スタイルでスタートしましたが､

果たして維持会員の皆様からこ覧にな

つてどう評価されているかを知る機会

はありませんでした｡さらに充実した

照明普及会だより･第32号(2J

なお､表彰式は10月18日に行われる

予定です｡

明治神宮●JR原宿珊

●代々木公園

轟音消防

■東京確

■
毎力紆

■開館時間10:30-18:30(入館はば00まで)

■休館日 毎週水曜日(水曜日が祝日の場合

は翌日)､年末･年始｡

■入館料 無料

■お問い合わせは

住所 〒150-OD41東京都濃谷区神南1-1Z-10

電話 03-3477-1191㈹

■道順 ;斐各駅から徒歩5分｡

島主事場はありません｡

■ホームページ http:〝www.dnp-SP.CO.jp/31/den

ものとするため､お気付きの点は新主

査もしくはスタッフにご一報下さい｡

また企画･編集にあたっては､全国

版としての特徴を遺失してはならない

と常に自問自答しつつ取組んでまいっ

たつもりです｡が､情報量では圧倒的

に大都市からが多く､仲々狙いどおり

には出来上がりませんでした｡普段､

スタッフが自社の情報ネットを活用し

てオールジャパンのネタ集めに苦労し

ておりますので､各メーカーさんの出

先機関内でストックされている作品や､

電力各社の地元情報をせひ提供頂きた

いと思います｡

最後に､全面的にご支援頂きました

メーカー･電力各社に対し心底御礼申

し上げますと共に､新主査へのご協力

をお願い致します｡ (勝山茂樹)

■
ヤ

7I一

=バ･ィ1__

亡=
_=プ.

〉･:ニ
･亡

ヽ ■■

▲新旧主査

･
L
.
･
■
ド
･



東海地区における照明普及活動とし

て､照明学会東海支部が開催している

｢あかりの日+記念講演会についてご

紹介いたします｡

記念講演会は､会員だけでなく広く

一般の方に照明について知識と理解を

深めていただくという目的で毎年実施

しています｡

平成9年は10月21日｢あかりの日+に

名古屋栗東急インで開催しました｡講

師は明治大学理工学部建築学科講師で

ある中村幸安氏とインテリアコーディ

ネーターの町田ひろ子氏のお2人です｡

講演では､中村民力ミ｢住まいの中のエ

ネルギーと問題点+と題して､過去から現

在まで人間がいかに明かりと関わってき

たかを､また､町田氏が｢元気で美しく住

み続けられる住まい+というテーマで女

性から見たバリアフリーと照明の関わ

り方を中心に講演をしていただきました｡

▲講演風景2
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-ライトアップ'98-

｢ライトアップマニュアルーその手法

と実施例-+｢ライトアップ■90+｢ラ

イトアップ■94+に続き｢ライトアッ

プー98+が発行された｡この｢ライトア
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▼講演風景1

F一`一
当日は､約120名の参カロを得て､非常

に好評でした｡

なお､平成10年の講師は､照明デザ

イナーである近田玲子氏をお迎えする

予定です｡

また､その他当支部ではヤングセミ

ナー､照明普及寅受賞施設の見学会を

恒例行事として実施しています｡

平成9年の実施状況は次の通りです｡

○ヤングセミナー

平成9年7月4日､株式会社トーエ

ネック教育センターにおいて､｢最近

の照明設計とその評価について+と題

し､照明メーカーを主体とした会員7
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ツプ'98+は､過去4年間の全国のラ

イトアップ事例から選ばれた約160施

設をオールカラーで紹介､解説したも

の｡

価格:2100円(税込･送料別)

お申込は普及会事務局へFAXにて

FAX:03-5294-0102

編集スタッフ

･._1

▲≦二:

名の万に講演していただきました｡

○施設見学会

平成8年照明普及賀受賞の｢ソフト

ピアジャパン+および平成9年照明晋

及賞受賞の｢県民文化の森 岐阜県図

書館+の見学会を､平成10年3月17日

に開催しました｡

各施設照明設備の見学時には受賞メ

ーカーの方から説明していただくなど,

多大の協力をいただきました｡

今後も､支部として幅広い層に照明

への関心が高まるよう照明普及活動を

実施していきたいと考えています｡

てれ廿与劫】⊂･丁【中一ゝ｢1t-･･■ullT匂しら亡ツl･破こ亡tt

◎
■叫･･■毛玉榊岨インネ∫甜ml ll

缶い1ロ脚即湘柑rm‾明朝
専一′堤且･‾■l称も★人可■巾

丘
■【■

{

･T:･ll′.::■ウノ⊂71t･1▼tl

.■.十-▲･■

･軒in山ろTl

■▲
ユ罰喜詰:

+山甘

q-

■

h
r
h
.
､
十
･
･
･
-

-
仙

サ
■トー･｢

勺

少

ヰ

ふJ

▲講演会リーフレット

ー住まいの照明手帳一

毎年10月21日に行われる｢あかりの

日+事業で使用されるPRリーフレッ

トとしてもお馴染み｢住まいの照明手

帳+の平成10年度版が完成｡

今回の特集ページはエクステリアの

照明で表紙はブルーで登場｡

主査:小寺賢治(関西電力)､幹事:織田光枝(松下電工)

委員:小川史世(岩崎電気)､扇和典(小糸工業)､平野里香(東芝ライテック)

水島保之(三菱電機照明)､小野田行雄(ヤマギワ)

押田直子(照明苦及会)

照明普及会だより･第32号(3)



●JR雫石駅･雫石町コミュニティ施設

秋田新幹線の開業にともない､駅の

機能と町のコミュニティ施設としての

機能を備えた複合施設｡建物は宮沢賢

治の物語をモチーフとしたデザインを

随所に取り入れている｡

▲外観夜景

●桐生競艇場

群馬県笠懸町に世界初のナイター照

明設備を備えた競艇場が完成した｡競

艇場の照明の場合､基準となるものが

ないため度重なる照明実富美を行い､実

際に水面をポートで走る選手の意見を

採り入れて照明設備を検討した｡光源

には高演色メタルハライドランプを採

用して選手が走りやすく､観客も見や

すい照明環境を提供している｡
(資料提供:小糸工業)
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●日本まん真ん中センター

日本の人口重心のちょうど真ん中と

なる岐阜県美並村に誕生した､｢生涯

学習センター+としての役割をもつ文

連絡橋は光ファイバーによって､銀

河をイメージした星空天井をつくって

いる｡また､コンコースでは星をイメ

ージした幾何学的パターンをもつポー

ル灯をデザインしている｡

(資料提供:三菱電機照明)

▲連絡通路

▲光源:高演色ショートアークメタルハライドランプl.批W

化交流施設｡シンボルモニュメントで
みなん

ある全高37.3m(美並村にちなんで)

という世界最大級の日時計を､HID

カラーランプで下からブルー､グリー

▲夜景全景

照明普及会だより･第32号(4)

ン､オレンジとなるようライトアップ

し､幻想的な空間をつくり出している｡

(資料提供:岩崎電気)

▲l階中央ホール
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